
令和 4年 2月 9日 第 3017回例会 
［点鐘］［ロータリーソング］それでこそロータリー 

［四つのテスト唱和］萩原会長 

［ゲスト紹介］受賞者内原達志様、ご家族松元絵奈様 

 ヤマサハウス㈱取締役工務部長西崎宏志様 

［お食事］お持ち帰りのお弁当 

 

会長の挨拶 

皆様こんにちは。本日、職業奉仕賞「佐々木賞」の授賞

式が行われるのに合わせまして、ご挨拶致します。 

まずロータリーにおける職業奉仕の意味を確認致しま

す。職業奉仕は、ロータリーの五大奉仕部門の第二部門に

位置付けられ、事業および専門職務の道徳的水準を高め、

品位ある業務はすべて尊重されるべきであるという認識

を深め、あらゆる職業に携わる中で奉仕の理想を実践して

いくという目的を持つものであるとされます。そして会員

の役割には、ロータリーの理念に従って自分自身を律し、

事業を行うこと、そして自己の職業上の手腕を社会の問題

やニーズに役立てるために、クラブが開発したプロジェク

トに応えることが含まれるとされます。 

コロナ禍において企業活動に求められる新しいニーズ

が登場しており、また持続可能な開発目標（SDGs）の達成

を事業活動に取り入れることは、職業奉仕の価値を高める

ためには有意義なことであると思います。職業奉仕という

と、私たちは自らが営む職業、企業、事業所において、よ

り良い商品やサービスを顧客に提供することで奉仕の理

想を実現することを思い描くと思います。もちろんこのこ

とも大切であると同時に、私が職業奉仕において重視して

いるのは、ロータリアンがリーダーを務める各会社、企業、

事業所において、そこで働く社員、従業員を大切にし、健

康で働きやすい職場環境を構築し、維持していくことを職

業奉仕の本質とする考え方です。いわばロータリアンがそ

れぞれ良い会社、企業をつくり、従業員を育て、福利厚生

を充実させるなど優れた職場環境において従業員を保護

していくことを職業奉仕の実践として奨励する考え方で、

私が５年前、大重ガバナー年度にて学び、実践している考

え方でもあります。このように考えることは、ロータリア

ンの会社、企業、そして従業員を顧客や仕入先などの取引

先、株主、債権者と同等またはそれ以上に大切することに

つながり、職業奉仕による奉仕の理想の実践を会社、企業

の内にも外にも広げることを可能にするものと考えます。

SDGs の目標でいえば、「３ すべての人に健康と福祉を」、

「８ 働きがいも経済成長も」、「１６ 平和と公正をすべ

ての人に」を達成することにつながります。 

本日職業奉仕賞を受賞される内原様は、長年、大工棟梁

を務めるにとどまらず、若手職人の教育、上司・経営陣へ

のアドバイスを行われ、住宅施工、増改築分野における不

可欠な人材及び技術の発展、承継に貢献をされています。

また、施主をはじめとする顧客から信頼され、勤務される

会社様の内外における職業奉仕を体現されています。本日

の職業奉仕賞の受賞が私たち鹿児島南ロータリークラブ

のロータリアンの皆様の職業奉仕発展の原動力となり、さ

らに多くのロータリアン、地域社会、同業者の職業奉仕に

広がっていくことを願います。 

 

会務報告 

①5/28 に開催予定のRYLAの宿泊カウンセラーになる協 

力依頼が会長幹事会でホストクラブの鹿児島東南RCよ

りでました。最終的なRYLAの開催日程やカウンセラー 

の詳細が分かり次第、カウンセラーの協力依頼を会員の

皆様に差し上げる予定です。 

②ロータリー日本財団より確定申告用領収書が届きま 

した。後日、米山の領収書も一緒に郵送します。 

 

スマイル報告 

○萩原隆志君 本日は職業奉仕賞（佐々木賞）の授賞式

です。内原達志様、鹿児島南ロータリークラブにお越し

くださりありがとうございます。長年の業績に経緯を表

します。更なるご活躍を心よりお祈り申し上げます。 

○日高文治君 内原達志様、この度は職業奉仕賞の受賞

おめでとうございます。併せて今後益々のご活躍を祈念

致します。 

○川窪宏一君 内原達志様、職業奉仕賞（佐々木賞）受

賞おめでとうございます。これからも後輩の方々のご指

導、よろしくお願いします。 

       小計 12,000円  累計 288,000円 
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